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 圧密未了粘性土地盤におけるパイルド・ラフト基礎の検討事例
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 パイルド・ラフト基礎沈下解析
 圧密未了地盤
 1.はじめに
 パイルド・ラフト基礎は,性能設計に対応した多様で合
 理的な設計が可能な基礎形式であることから,採用事例
 が増えつつある。筆者らは,正規圧密状態の粘性土地盤
 上の倉庫建物に同基礎を適用し,挙動測定を継続してい
 る1鶏。しかし、埋立地盤に代表される圧密沈下が終了し
 ていない粘性土地盤での採用事例はほとんどなく,この
 ような地盤でのパイルド・ラフト基礎の沈下挙動は十分に
 解明されているとは言えない状況にある。
 本報告では,圧密未了粘性土が存在する埋立地盤に計
 画された建物に対して,浮基礎に沈下低減杭を組み合わ
 せることによる不同沈下低減効果を確認し,その適用可
 能性を検討した事例を紹介する。
 2.地盤および建物の概要
 建物は,神戸市の埋立地に計画された鉄骨造2階建て,
 延床面積3,130m2の事務所ビルである。積載荷重満載時の
 接地圧は約45～55kN/m2となっている。基礎部分の平面
 図を図一1に示す。地盤は図一2に示すように,GL-0.0～
 B.Omが埋土層,GL一一13.0～22、Omが旧海底の沖積粘性土
 層,GL-22.0～24.Omに砂質層を挟んでGL-29、Omまで
 が第1洪積互層(N値5～33),GL-29.O～36.Omに第2
 洪積互層(N値13～41)が続き,杭の支持層と想定され
 るN値40～50以上の洪積層はGL-37.Om以深から存在
 する。同敷地は埋立完了から約30年が経過しているが,
 土質調査によると旧海底の沖積粘性土層は圧密未了状態
 であった(表一1参照)。建物規模および圧密未了地盤での
 支持杭基礎の沈下障害(建物の相対的な浮き上がりや負
 の摩擦力による不同沈下の発生など)の防止を意図し,
 浮基礎に沈下低減杭を併用したパイルド・ラフト基礎の可
 能性を検討することとした。
 3.沈下解析結果とその考察
 沈下解析は、地盤変位と上部構造の変形を適合させた
 実用的な沈下解析法3)を用いる。解析モデルは図一3に示す
 ように1階床・基礎梁・底版のみを考慮し、底版は4分
 割している。沈下現象としては、砂質層は即時沈下、粘
 性土層は圧密沈下のみを考慮し、解析に用いた地盤定数
 を図一2中に示す。地盤や摩擦ばねの非線形性の扱いなど
 解析法の詳細は文献1)」)を参照されたい。解析は、表一2に
 示す4種類の基礎形式を設定して行った。
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 図一2地盤概要
 表一1沖積粘性土の圧密定数
       圧縮C,(膨張C、)指数初期応力G。(kN/m2)
       粘性土位置有効応力Po(kN/mひ圧密降伏応力EyN/m一過圧密比排土なし20m排土
       Gレ129～18.7120.7108630.9095`0、048120.785.38
       GL-187～21、6137.2123.50.9096(0。048)1372101.8
       GL-21、6～25.0153.61536100.980、049〕153.6口8、3

 FeasibleStudyonApplicationPiled-RaftFoulldationtoBuilding
 onUnderConsolidatedReclahnedGround
 A,孟4TSUOMαsoo,OGUR4H∫sα3hゴ,
 7月八五4κ4}うグ1π)
 一557一




